
ねらい

　大和証券株式会社が提供する計7回の講義を通じて、企業・会社に関する基本的な知識を習得し、また、経済活動の根幹を支える

「証券市場」のもつ重要性を理解することで、企業とは何か、そこで働くことがどのようなことなのかを理解できるようになる。

学修目標

１． 将来企業で働く者として、企業・会社の基本的な役割、株式会社やその機関・組織について理解を深めるとともに、昨今注目されて

いる企業再編・支配権等についても実際の事例を通じて理解できる。

２． 企業活動や我々の生活と密接に関係している証券市場の機能と役割について、実体経済に及ぼす影響や日本経済の変遷との関係

を含めて理解する。また、証券市場での主な商品の内容・性格とその運用方法を理解できる。

３． 企業活動において重要性が増しているコンプライアンス、コーポレートガバナンスについて理解を深めることができる。

事前事後学習の方法

１． 事前学習：特になし

２． 事後学習：講義の内容の復習　

成績評価方法・基準

講義内容の理解度をはかるレポート（課題を指定）(100%)により、60点以上を合格とする。

○ 教　科　書

なし（毎回、講義用テキストを配付する）

○ 参　考　書

特に指定なし

　　 講義：２２０１講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.4.8 火 7・8 オリエンテーション・金融市場の役割 （学外）

4.15 火 7・8 経済情報の見方 （学外）

4.22 火 7・8 株式市場 （学外）

5.13 火 7・8 債券市場 （学外）

5.20 火 7・8 投資信託　－身近な資産運用手段－ （学外）

5.27 火 7・8 投資銀行ビジネス （学外）

6.3 火 7・8 コンプライアンス　－証券法制より－ （学外）

※大和証券寄附講座

経済学入門

担当責任者　非常勤講師　　豊田　高輔

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者
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ねらい

「法」に関する基本的な考え方や仕組みを学んだ上で、特に日常生活や医療の現場における具体的な事例を通じて、

法学的思考の基礎を修得する。

学修目標

１． 社会や医療の現場において法が果たしている役割を理解し、説明することができる。（Ⅰ-2，Ⅰ-3，Ⅳ-7）

２． 日常生活や医療の現場において生ずる基本的な問題を、法に基づいて分析し、解決を試みることができる。（Ⅰ-2，Ⅰ-3，Ⅵ-2）

３． 法や社会に関する情報を自ら収集し、日常生活や医療の現場において適切に活用することができる。（Ⅴ-4，Ⅶ-2）

４． 法や社会に対する関心を生涯にわたって持ち続けることができる。（Ⅰ-4，Ⅰ-5）

事前事後学習の方法

１． インターネット、テレビの報道番組、新聞等を活用して、社会で日々起こっている出来事を把握しておくこと。

２． 授業後は配付資料やメモ等を見直して、毎回の講義内容を復習すること。

成績評価方法・基準

学期末のレポートで成績を評価し、60点以上を合格とする。

○ 教　科　書

特に指定しない。

○ 参　考　書

特に指定しない。

適宜、資料を配付する。

　　 講義：２２０１講義室

第１層 第２層 第３層 第４層

R7.4.8 火 5・6 ガイダンス、我が国の法体系 清水　裕一郎（学外）

4.15 火 5・6 憲法とは何か？ 清水　裕一郎（学外）

4.22 火 5・6 日常生活と法(1)―契約 清水　裕一郎（学外）

5.13 火 5・6 日常生活と法(2)―親族と相続 清水　裕一郎（学外）

5.20 火 5・6 医療行為と法(1)―医療過誤における法的責任 清水　裕一郎（学外）

5.27 火 5・6 医療行為と法(2)―医療過誤が問題となった事例 清水　裕一郎（学外）

6.3 火 5・6 遺骨に対する権利、まとめ 清水　裕一郎（学外）

法学概論

担当責任者　非常勤講師　清水　裕一郎

年月日 曜日 時限 授　　　業　　　項　　　目　　（　内　　容　）
コアカリ項目

担　　当　　者
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